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一般会計 歳出
103億4074万円103億4074万円
前年度比　4億3223万円（4.4％）の増

＊単位未満は四捨五入により合計と一致しない場合があります。

特別会計決算
会計区分 国民健康保険 介護保険 後期高齢者 公共下水道 地域集落排水

歳 出 額 15億9469万円 18億5037万円 2億665万円 6億2689万円 7228万円

前年度比 5516万円増 5762万円減 1065万円増 7406万円減 1577万円減

●収益的収入
� 3億8758万円
●収益的支出
� 3億7815万円
●純益
� 943万円

水道事業会計

公債費
○起債償還元金 9億6554万円
○起債利子 3718万円

議会費
○議員報酬、期末手当
 4616万円

消防費
○消防施設費 1719万円
○災害対策費 2106万円

土木費
○道路橋梁費
 4億1389万円
○都市計画費
 4億4604万円
○住宅費
 8112万円

商工費
○商工振興 1億8684万円
○観光費 2億7570万円
○交通対策費（デマンドタクシー等） 3290 万円

農林水産費
○農業費 6億5898万円
○林業費 1億2340万円
○水産業費 4805万円

衛生費
○予防費（予防接種等）
 1億3110万円
○清掃費（ゴミ処理等）
 1億2588万円

民生費
○社会福祉費
　（医療給付等）
 14億9972万円
○児童福祉費
　（子育て支援等）
 7億1372万円

総務費
○総務管理費
 27億4083万円諸支出金 0.2％

1739万円

公債費
9.7％

10億272万円

議会費 0.9％
8995万円

消防費 2.8％
2億9255万円

土木費 9.6％
9億9616万円

商工費 8.3％
8億5594万円

農林水産費 8.0％
8億3044万円

労働費 0.2％
2302万円
雇用対策に

衛生費
4.2％

4億3743万円

民生費
21.4％

22億1474万円

民生費
21.4％

22億1474万円

総務費
28.1％

29億147万円

歳 出
103億4074万円

教育費
○教育総務費
 2億869万円
○小学校費
 8571万円
○中学校費
 8087万円
○社会教育費
 1億8913万円

教育費 6.6％
6億7894万円

令和₆年12月 1 日� （2）

＊本文中の年号「令和」は省略しています。

厳しい財政状況の中、健全化維持へ厳しい財政状況の中、健全化維持へ
特別会計と町債残高
・�国民健康保険会計は県が広域運営しているが、町単位の収支となる。5年度末の基金残高は6007万円
　となり、基金の先細りが心配される。
・特別会計への繰入状況と、町債残高はP3下の表にまとめた。
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会計区分 5年度 4年度
一般会計 89億6859万円 95億3733万円
特別会計 34億5915万円 38億5510万円
合計（A） 124億2774万円 133億9243万円
その他（B) 7億9042万円 8億4618万円円
総合計（A+B）132億1814万円 142億3861万円

町税
12.7％

13億9040万円

その他自主財源
21.7％

23億7795万円

町債 3.6％
3億9680万円
町債 3.6％
3億9680万円

地方交付税
35.1％

38億3872万円

国・県支出金
13.7％

15億214万円
歳 入

109億5004万円

自主財源
43.5%

％繰入金 9.1％
10億34万円

その他依存財源
〈前年度比　527万円増〉
○重量税等の地方贈与税や地方消費税交付金

その他依存財源 4.1％
4億4369万円

国・県支出金
〈前年度比　6756万円減〉
○国、県が町に対し、特
定の事業を促進する目的
で使途を指定して交付す
るもの
○国保や道路のメンテナ
ンス事業等に

依存財源
56.5% 地方交付税

〈前年度比 7524万円増〉
○行政格差をなくすために国が交付

その他
自主財源
〈前年度比
　　 6億2464万円増〉
○繰越金6億3406万円
○寄附金（ふるさと納税等）
 13億4484万円

繰入金
〈前年度比
　3097万円減〉
特別会計や
基金からの繰入

町税　
〈前年度比　1290万円増〉
○町民税、法人税、固定資産税等

町債
〈前年度比 2億1250万円減〉
○国や金融機関からの借入金

構成比については、小数点以下2位を四捨五入しているので合計が100％にならない場合があります。

※経常収支比率：地方税、地方交付税などの経常的収入に対し人件費や公債費(借金の返済）など必ず支出しなければならない経常的な
経費の割合。70％～80％の間が望ましい。

区　　分 5年度末　現在高
財 政 調 整 基 金 10億7948万円
遊 佐 町 ふ る さ と 基 金 6億7764万円
遊佐パーキングエリアタウン整備基金 7億9312万円
遊 佐 町 義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 2億9568万円
遊 佐 町 公 共 施 設 総 合 管 理 基 金 2億2808万円
そ の 他 の 基 金 6億7672万円

町債の年度末残高 基金残高

（3）� 遊佐町議会だより

令和５年度令和５年度
決算認定決算認定 厳しい財政状況の中、健全化維持へ厳しい財政状況の中、健全化維持へ
一般会計
・�歳入総額109億5004万円、歳出総額103億4074万円で、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実
質収支は5億7222万円の黒字額となっている。財政の弾力性を示す※経常収支比率（欄外に解説）は
　�4年度より0.3ポイント低くなり88.0％であり、さらなる経常経費の削減が望まれる。
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令和₆年12月 1 日� （4）

産
　
業
　
課

⃞

答　
答
基
金
は
設
置
条
例
に
基

づ
き
、
各
基
金
の
目
的
に

沿
っ
て
積
立
て
、
取
り
崩
し

て
活
用
し
て
い
る
。

問　
変
動
の
な
い
基
金
や
大

き
く
な
る
総
額
の
活
用
方
針

は
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

⃞

答　
答
紙
商
品
券
の
自
由
販
売

型
は
、
事
務
処
理
が
か
な
り

膨
大
で
費
用
も
大
き
い
。
配

布
型
な
ら
可
能
か
と
は
思
う

が
、
今
後
検
討
し
た
い
。

⃞

答　
答
新
規
就
農
者
の
増
加
に

期
待
し
て
予
算
を
確
保
し
て

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
対
象

者
が
い
な
か
っ
た
た
め
。

⃞

答　
答
し
ら
い
自
然
館
と
連
携

し
、
散
策
や
下
刈
り
、
毎
木

調
査
、
草
木
染
体
験
の
他
、

森
づ
く
り
講
演
会
等
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

⃞

答　
答
業
務
委
託
を
し
て
掲
載

し
た
内
容
の
更
新
を
怠
っ
て

い
た
。
検
証
が
不
十
分
で
あ

り
、
速
や
か
に
対
応
す
る
。

⃞

答　
答
県
と
協
調
し
て
、
個
人

２
名
に
電
気
柵
の
購
入
補
助

（
補
助
率
１
／
２
、
上
限
額

１０
万
円
）
を
行
っ
た
。

⃞

答　
答
国
が
認
定
す
る
専
門
家

か
ら
、
地
域
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
指
導
や
助
言

を
い
た
だ
く
制
度
で
、
財
源

は
特
別
交
付
税
措
置
。

ペ
イ
ペ
イ
事
業
の
検
証

問　
実
績
を
踏
ま
え
ペ
イ
ペ

イ
以
外
へ
の
展
開
を
求
め
る

が
町
の
考
え
は
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　
予
算
に
対
す
る
執
行
率

が
47
・
４
％
と
低
い
。
そ
の

理
由
は
。（

渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
生
活
ク
ラ
ブ
と
の
共
同

宣
言
に
基
づ
く
森
林
再
生
事

業
の
活
動
内
容
は
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
Ｈ
Ｐ
の
管
理
な
ど
委
託

後
の
検
証
と
追
跡
が
不
十
分

と
考
え
る
が
町
の
見
解
は
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　
年
々
増
加
す
る
鳥
獣
被

害
の
中
で
、
イ
ノ
シ
シ
対
策

で
行
っ
た
内
容
は
。

（
渋
谷 

敏 
委
員
）

問　
外
部
委
託
だ
が
、
事
業

内
容
と
委
託
料
の
財
源
は
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞

答　
答
商
工
会
等
と
の
会
議
は

な
い
が
、「
ユ
ザ
ゼ
ミ
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
町
内
事
業

所
数
社
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。

⃞

答　
答
労
務
単
価
の
上
昇
、
機

材
の
部
品
、
燃
料
費
等
の
高

騰
も
あ
り
、
町
負
担
分
は
段

階
的
に
増
額
し
て
い
る
。

問　
地
域
の
事
業
者
の
顔
が

見
え
な
い
。
５
年
度
に
関
連

団
体
等
と
の
会
議
は
行
っ
た

か
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
４
年
度
か
ら
町
が
実
施

し
て
い
る
。
単
価
増
で
事
業

費
が
増
額
に
な
っ
て
い
る
が
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

決算審査特別委員会
委 員 長　斎藤 弥志夫
副委員長　渋谷　　 敏

地
域
生
活
課

総
　
務
　
課

若
者
を
中
心
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は

河
川
の
除
草
は

町
負
担
増
の
傾
向
で
は

「ユザゼミ」の様子

10月17日・18日

決算審査…�予算執行が適正であるかをチェックするととに、
次年度の予算編成に改善と提案を求める場です。

ふるさと納税寄付金の大幅増により、ふるさと納税寄付金の大幅増により、
２年ぶりに税収入が人件費を上回った２年ぶりに税収入が人件費を上回った

決算審査特別委員会

業
務
委
託
後
の
検
証
が

不
十
分

鳥
獣
被
害
軽
減

モ
デ
ル
事
業
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム

事
業
は

共
存
の
森
運
営
事
業
の

内
容
は

一
般
会
計
所
属
基
金
の

活
用
方
針
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ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
は

⃞

答　
答
児
童
数
の
推
移
や
ニ
ー

ズ
を
考
慮
し
、
放
課
後
児
童

の
受
け
皿
の
拡
充
や
確
保
に

つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
具
体
的
に
検
討
を
進

め
て
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⃞

答　
答
１
月
補
正
予
算
計
上
の
、

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

10
万
円
を
支
給
す
る
臨
時
交

付
金
と
事
務
費
の
繰
越
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

⃞

答　
答
介
護
給
付
費
の
支
出
が

少
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

基
金
の
活
用
は
高
齢
化
率
や

介
護
給
付
費
等
を
確
認
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

子ども達の居場所作りは重要

問　
「
地
域
の
つ
な
ぎ
役
」

も
担
う
と
認
識
す
る
。
町
内

で
の
人
数
と
活
動
の
現
状
は
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
小
学
校
統
合
に
よ
る
新

た
な
子
ど
も
の
居
場
所
作
り

が
急
務
と
考
え
る
が
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

問　
社
会
福
祉
費
の
６
年
度

へ
の
繰
越
額
が
多
く
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

⃞

答　
答
全
て
の
バ
ス
停
の
現
地

確
認
を
行
い
、
区
長
と
協
議

の
上
必
要
な
対
処
を
行
っ
た
。

内
容
に
応
じ
他
課
と
も
連
携

し
て
対
応
し
て
い
る
。

問　

バ
ス
停
と
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
通
学
対
策
整
備
は

万
全
に
行
わ
れ
た
の
か
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

健
康
福
祉
課

⃞

答　
答
ソ
ル
ノ
ク
市
へ
の
中
高

生
派
遣
事
業
を
４
年
ぶ
り
に

再
開
し
た
こ
と
と
、
民
間
交

流
40
周
年
記
念
事
業
を
実
施

し
た
た
め
。

⃞

答　
答
寮
５
棟
分
の
賃
借
料
と

し
て
２
８
９
万
６
千
円
、
寮

母
謝
礼
と
し
て
１
１
９
５
万

８
千
円
支
出
し
た
。

⃞

答　
答
３
年
度
か
ら
の
実
績
で

は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る

が
、
一
人
で
も
多
く
移
住
に

繋
が
る
よ
う
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
例
年
よ
り
か
な
り
増
額

し
て
い
る
。
内
訳
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

問　
遊
佐
高
県
外
留
学
生
の

寮
、
寮
母
に
か
か
っ
た
費
用

は
。（

駒
井 

江
美
子 

委
員
）

問　
５
年
度
ま
で
の
移
住
者

の
実
績
か
ら
、
事
業
の
総
括

的
な
所
見
は
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

教
　
育
　
課

国
際
交
流
事
業
負
担
金

遊
佐
高
魅
力
化
事
業

移
住
定
住
事
業
の
現
状

⃞

答　
答
管
理
施
設
は
「
遊
楽
里
、

あ
ぽ
ん
西
浜
、
大
平
山
荘
」

で
あ
り
、
委
託
先
は
遊
佐
町

総
合
交
流
促
進
施
設
株
式
会

社
と
な
る
。

問　
「
鳥
海
ふ
れ
あ
い
の
里
」

の
委
託
料
の
管
理
。
施
設
名

と
委
託
先
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

企
　
画
　
課

指
定
管
理
委
託
料
の
内
訳

⃞

答　
答
本
町
に
は
２
名
お
り
、

担
当
地
区
の
巡
回
や
通
学
路

の
点
検
等
を
行
い
、
学
校
や

関
係
機
関
と
連
携
し
登
下
校

の
安
全
を
支
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
作
り

社
会
福
祉
費
の
繰
越
額

問　
例
年
と
比
べ
黒
字
幅
が

大
き
い
こ
と
と
、
積
み
上
が

る
一
方
の
基
金
に
つ
い
て
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

介
護
保
険
特
別
会
計
黒
字
と

基
金

町
　
民
　
課

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
維
持
費

と
は

問　
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
維

持
費
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。（駒

井 

江
美
子 

委
員
）

⃞

答　
答
戸
籍
が
電
算
化
さ
れ
戸

籍
総
合
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

戸
籍
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
保
守
管
理
経
費
と
な
る
。

通
学
対
策
費
不
用
額
が

大
き
い



決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

より良い町に 願いを込めて
提言1 防災・災害対策と DXの推進

医療福祉の充実

人口減少問題

遊佐町公共施設　等の適正管理

提言2

提言3

提言4

政策提言
　遊佐町議会では毎年、町政の重要課題
に関し、町に対して政策提言を行っています。
6年度は9月臨時会で議決した、右の5つの提

言を行いました。

　今年度の提言が次年度の町の政策に生か

されるよう、今回から、提出の時期を9月に変

更しました。議会は町に対し、提言の趣旨を
十分にくみ取り、適切に町政に反映させ
るよう求めます。

2. DX化の推進による災害時の緊急速報メールの 活用など、迅速でわかりやすい情報の提供を。

3.旧小学校は、避難所機能を兼ね備えた防災 拠点の施設となるよう、最大限の努力を。

1.災害時に早急な避難所開設を目指すにあたり、 地域防災計画の強化と、実効性のある自主防災組織作りの
推進を。

自然環境保護と　「ゼロカーボンシティ宣言」

1. 高齢化による医療機関や介護施設への依存が 高まることにより、医師や介護支援者の不足が懸念されるこ
とから、関係機関で現状を把握し将来の展望 を。

2. 町も含めた福祉関係機関で、※超高齢社会の 現状を踏まえたDX推進を。

3. 通勤や通院に、「デマンドタクシー」の拡充や 町外広域に利用できる交通機関の確保を。

2. 若者・子育て世代が移住定住しやすいよう、 賃貸住宅の拡充を。

1.「子育てしやすい遊佐町」の実現に向け、「市町 村こども計画」の策定を。

1. 施設の一般事業者への貸し出しは、基本的な 考え方を条例などで明確に。

提言5
1. 森林はCO₂の吸収源である。「エネルギー政策 推進室」を中心に森林吸収源の必要性の検討を。

2. 先人から受け継がれてきた鳥海山の恵みを将来 に引き継ぐため、森林整備の方針を明確にし、事業の推進を。

※超高齢社会：高齢社会が進行し、65歳以上の割合が 「人口の21％」を越えた社会を「超高齢社会」という。

議会だよりには提言の要旨を載せています。
全文は左の二次元コードからご覧ください。

防災グッズ 日頃からの備えを

超高齢社会をのりきろう

デマンドタクシーの拡充を

鳥海山の恵みを将来に引き継ぐ

令和₆年12月 1 日� （6）
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補
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6年度は9月臨時会で議決した、右の5つの提
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されるよう、今回から、提出の時期を9月に変

更しました。議会は町に対し、提言の趣旨を
十分にくみ取り、適切に町政に反映させ
るよう求めます。

2. DX化の推進による災害時の緊急速報メールの 活用など、迅速でわかりやすい情報の提供を。

3.旧小学校は、避難所機能を兼ね備えた防災 拠点の施設となるよう、最大限の努力を。

1.災害時に早急な避難所開設を目指すにあたり、 地域防災計画の強化と、実効性のある自主防災組織作りの
推進を。

自然環境保護と　「ゼロカーボンシティ宣言」

1. 高齢化による医療機関や介護施設への依存が 高まることにより、医師や介護支援者の不足が懸念されるこ
とから、関係機関で現状を把握し将来の展望 を。

2. 町も含めた福祉関係機関で、※超高齢社会の 現状を踏まえたDX推進を。

3. 通勤や通院に、「デマンドタクシー」の拡充や 町外広域に利用できる交通機関の確保を。

2. 若者・子育て世代が移住定住しやすいよう、 賃貸住宅の拡充を。

1.「子育てしやすい遊佐町」の実現に向け、「市町 村こども計画」の策定を。

1. 施設の一般事業者への貸し出しは、基本的な 考え方を条例などで明確に。

提言5
1. 森林はCO₂の吸収源である。「エネルギー政策 推進室」を中心に森林吸収源の必要性の検討を。

2. 先人から受け継がれてきた鳥海山の恵みを将来 に引き継ぐため、森林整備の方針を明確にし、事業の推進を。

※超高齢社会：高齢社会が進行し、65歳以上の割合が 「人口の21％」を越えた社会を「超高齢社会」という。

議会だよりには提言の要旨を載せています。
全文は左の二次元コードからご覧ください。

防災グッズ 日頃からの備えを

超高齢社会をのりきろう

デマンドタクシーの拡充を

鳥海山の恵みを将来に引き継ぐ

（7）� 遊佐町議会だより
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10月10日

　８億１８００万円を追加し、１３2億4100万円に。
歳入ではふるさと納税寄附金1億円を、歳出では
財政調整基金に２億８６１１万円、浸水住宅復旧支
援事業に１億１４００万円他を計上した。
　営農型太陽光発電の設備導入実証実験事業に
１０００万円計上されたが、会社設立の理由や事
業目的が不明確なことから事業費１０００万円を削
除する修正案が可決された。

補正予算審査特別委員会

営農型太陽光発電事業に｢待った｣営農型太陽光発電事業に｢待った｣
設備導入実証実験事業1000万円を削除する修正案が可決

⃞

答　
答
米
の
確
保
は
昨
年
か
ら

課
題
で
、
主
要
な
事
業
者
に

は
提
供
を
強
く
お
願
い
し
て

い
る
。
事
業
者
の
増
加
も
図

り
、
年
間
の
確
保
に
努
め
る
。

問　
返
礼
品
の
94
％
が
米
で

あ
り
、
年
間
を
通
し
て
安
定

的
な
米
の
確
保
が
大
切
。

�

（
斎
藤 

弥
志
夫 

委
員
）

産
　
業
　
課

⃞

答　
答
町
内
へ
の
再
エ
ネ
導
入

推
進
の
た
め
設
立
さ
れ
た
目

的
会
社
が
行
う
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
事

業
」
の
、
事
業
実
現
性
の
検

証
を
行
う
も
の
。

⃞

答　
答
事
業
者
が
今
後
製
造
を

開
始
す
る
餅
は
、
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
へ
販
売
予
定
で
あ
り
、

新
・
道
の
駅
で
の
販
売
他
経

済
活
性
化
に
期
待
し
た
い
。

⃞
答　
答
青
塚
地
内
に
Ｒ
４
に
植

林
し
た
松
が
９０
％
枯
死
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
対
応
策
と

し
て
内
陸
側
（
東
側
）
に
も

う
一
列
設
置
す
る
も
の
。

⃞

答　
答
養
殖
事
業
に
よ
る
経
済

波
及
効
果
を
し
っ
か
り
示
し
、

分
析
し
た
上
で
、
今
後
の
事

業
計
画
内
容
を
見
直
し
て
い

く
。

遊
佐
う
ま
い
も
の
支
援
事
業
は

防
風
柵
設
置
委
託
料

問　
随
意
契
約
に
よ
る
無
実

績
事
業
者
採
択
で
何
を
検
証

す
る
考
え
か
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　
餅
加
工
施
設
へ
の
補
助

に
よ
り
期
待
さ
れ
る
町
へ
の

経
済
効
果
は
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
松
の
保
護
対
策
の
柵
設

置
、
早
急
に
必
要
に
な
っ
た

理
由
は
。（那

須 

正
幸 

委
員
）

問　
ア
ワ
ビ
養
殖
事
業
へ
の

コ
ン
サ
ル
起
用
に
よ
り
今
後

の
事
業
展
開
は
ど
う
す
る
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

補正予算審査特別委員会
委 員 長　駒井 江美子
副委員長　本間 知広

⃞

答　
答
発
電
機
等
の
高
額
の
防

災
備
蓄
品
も
対
象
で
は
あ
る

が
、
限
度
額
６
万
円
の
２
分

の
１
（
３
万
円
）
ま
で
の
補

助
金
で
あ
る
。

問　
水
害
を
受
け
て
の
新
規

支
援
事
業
。
発
電
機
等
の
購

入
も
対
象
か
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

総
　
務
　
課

決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

⃞

答　
答
米
不
足
に
よ
り
、
６
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
が
、
今
後
新

米
が
出
始
め
、
冬
に
か
け
て

の
伸
び
を
期
待
し
て
の
増
額
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

米
不
作
の
影
響
は

防
災
備
蓄
品

整
備
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
米

問　
返
礼
品
は
米
の
割
合
が

大
き
い
。
６
年
産
米
の
状
況

を
み
て
の
１
億
円
増
額
か
。

�

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

ポータブル発電機

補正予算

ふるさと納税事業············································· 8800万円
学校給食無償化事業········································· 2339万円
除雪経費···························································· 4050万円
湧水の里 水製造プロジェクト···························· 78万円

他の主な補正予算

コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
済
波
及
効
果

再
エ
ネ
実
証
事
業
で

何
を
検
証
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学
校
給
食
無
償
化
は

６
年
度
だ
け
か

⃞

答　
答
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
等
で
、
人
数
、
利

用
日
数
が
増
え
て
お
り
、
増

額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

⃞

答　
答
所
得
制
限
や
貸
付
限
度

額
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
住

居
半
壊
の
場
合
、
限
度
額

１
７
０
万
円
、
５
件
で
積
算

し
て
い
る
。

問　
半
年
で
約
２
３
０
０
万

円
を
要
す
る
。
町
長
の
発
想

に
よ
る
事
業
か
。
ま
た
そ
の

財
源
は
。（菅

原 

和
幸 

委
員
）

問　
８
９
０
万
円
ほ
ど
の
増

額
だ
が
、
希
望
者
が
増
え
て

い
る
の
か
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

問　
貸
付
け
対
象
者
の
数
及

び
貸
付
け
条
件
は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

⃞

答　
答
山
形
県
と
の
協
調
補
助

で
あ
る
た
め
、
制
度
内
容
の

調
整
、
確
認
を
慎
重
に
行
っ

て
い
た
た
め
で
あ
る
。

浸
水
住
宅
復
旧
支
援
事
業
は

問　
他
の
自
治
体
よ
り
復
旧

支
援
事
業
の
対
応
が
遅
く
な

っ
た
理
由
は
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

⃞

答　
答
６
年
度
の
耐
震
診
断
申

請
増
の
理
由
は
、
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
影
響
の
よ
う
で
あ
る
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

問　
自
分
の
家
の
耐
震
強
度

に
関
心
が
あ
る
人
が
増
え
て

い
る
が
そ
の
理
由
は
。

（
那
須 
正
幸 
委
員
）

⃞

答　
答
レ
イ
ア
ウ
ト
は
大
き
く

変
わ
ら
ず
、
通
常
の
設
計
費

の
範
囲
内
で
の
業
務
と
な
る
。

事
業
計
画
を
変
更
す
る
程
の

改
編
で
は
な
い
。

⃞

答　
答
経
年
劣
化
に
よ
る
音
響

機
器
の
更
新
に
合
わ
せ
、
そ

の
機
器
と
附
帯
す
る
設
備
等

の
調
整
と
な
る
。

⃞

答　
答
通
年
で
は
な
く
、
６
年

度
の
10
月
分
か
ら
３
月
分
ま

で
の
小
中
学
校
の
給
食
費
６

カ
月
分
を
町
で
負
担
し
、
半

年
間
の
無
償
と
な
る
。

問　
建
築
資
材
変
更
に
よ
る

設
計
費
増
は
な
い
か
。
事
業

計
画
変
更
は
行
う
の
か
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

問　
音
響
機
器
更
新
に
よ
る

設
備
調
整
料
の
内
容
は
。

（
伊
原 

ひ
と
み 

委
員
）

問　
１
年
を
通
し
て
の
無
償

化
か
。
期
限
が
あ
る
と
し
た

ら
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
か
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

健
康
福
祉
課

新・道
の
駅
の
工
事
費
増

遊
楽
里
の
音
響
機
器
購
入

学
校
給
食
無
償
化
事
業
は

地
域
生
活
課

⃞

答　
答
募
集
動
画
を
作
成
し
寮

母
の
不
足
に
対
応
す
る
こ
と

と
、
教
育
公
開
会
議
の
開
催

に
よ
る
魅
力
化
事
業
の
Ｐ
Ｒ

を
見
込
ん
で
い
る
。

⃞

答　
答
基
本
設
計
完
了
時
点
で

３３
億
２
千
万
円
と
試
算
。
現

時
点
で
明
確
な
削
減
額
は
出

せ
な
い
が
、
経
費
圧
縮
を
念

頭
に
丁
寧
に
設
計
を
進
め
る
。

問　
当
初
予
算
に
な
い
追
加

施
策
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

（
遊
佐 

亮
太 

委
員
）

問　
経
費
圧
縮
の
た
め
と
思

う
が
、
ど
の
程
度
圧
縮
す
べ

き
と
計
画
し
て
い
る
の
か
。

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

教
　
育
　
課

新
・
道
の
駅
設
計
変
更

企
　
画
　
課

⃞

答　
答
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添

う
政
策
と
し
て
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。
現

在
は
国
の
財
政
支
援
は
な
く
、

町
の
一
般
財
源
で
あ
る
。

災
害
援
護
貸
付
金

決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

⃞

答　
答
除
雪
車
28
台
分
で
あ
り
、

業
者
の
除
雪
作
業
、
事
務
作

業
の
効
率
化
と
除
雪
路
線
の

見
え
る
化
を
図
る
た
め
で
あ

る
。

問　
除
雪
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
設

置
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
そ

の
台
数
と
、設
置
の
背
景
は
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）GPS導入で見える化を図る

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
事
業

遊
佐
高
校
魅
力
化

関
連
補
正
予
算

障
が
い
児
通
所

給
付
費
増
額



令和₆年12月 1 日� （10）

答　
浸
水
被
害
の
要
因
は
想
定
を
超
え

る
雨
量
と
河
川
水
位
上
昇
に
よ
る
外
水

の
逆
流
及
び
市
街
地
の
内
水
処
理
不
能

に
よ
る
も
の
で
、
浸
水
被
害
解
消
に
は

排
水
能
力
を
考
慮
し
た
ポ
ン
プ
場
設
置

の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

問　
７
月
25
日
の
豪
雨
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
爪
跡
を
残
し
た
。「
遊
佐
及
び

吹
浦
都
市
下
水
路
区
域
」
は
、
冠
水
の

要
因
を
把
握
し
、
県
へ
河
川
工
事
の
早

期
完
成
を
求
め
、
町
も
排
水
機
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

外
水
逆
流
と
内
水
処
理
不
能
が
要
因

災害で消毒液を各家庭に配るなど対応が優しいですね。（高瀬Sさん）
Re:災害ゴミの廃棄場所早期設定など、役場職員の努力、本当に感謝です。

仮設ポンプによる強制排水
（吹浦都市下水路の末端）

一
般
質
問

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う
10
議
員
登
壇
10
月
7
日
・
8
日

一般質問とは
町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、政策の改善や
新規の政策の採用を求めるために行います。
＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

浸水や冠水の要因を把握し対応を

菅
すが

原
わら

 和
かず

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

一般質問通告の要旨（通告順）

決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

　
菅
原 

和
幸 

議
員

○
浸
水
や
冠
水
の
要
因
を
把
握
し
対
応
を

　
遊
佐 

亮
太 

議
員

○
遊
佐
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
間 

知
広 

議
員

○
今
後
の
財
政
見
通
し
は

　
伊
原 
ひ
と
み 

議
員

○
災
害
の
対
応
と
今
後
の
課
題
は

　
今
野 

博
義 

議
員

○
指
定
管
理
受
託
事
業
者
の
決
算
開
示
を

　
那
須 

正
幸 

議
員

○
水
門
と
排
水
機
場
の
設
置
を
早
急
に

　
斎
藤 

弥
志
夫 

議
員

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
駒
井 

江
美
子 

議
員

○
町
所
有
の
施
設
管
理
は

　
佐
藤 

俊
太
郎 

議
員

○
消
防
団
員
の
装
備
品
に
関
す
る
検
討
は

　
渋
谷 

敏 

議
員

○
遊
佐
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
内
容
は
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今後も起こりうる水害に備えて治水対策をしっかりと。（高瀬Sさん）
Re:10月定例会でも議論しましたが、水門や排水機場など必要性を訴えていきます。

答　
高
校
存
続
が
第
一
の
目
的
。
そ
の

上
で
、
産
官
学
連
携
・
協
働
に
よ
る
職

業
教
育
や
、
県
外
生
受
入
れ
に
よ
る
関

係
人
口
の
創
出
を
関
係
課
と
連
携
の
も

と
推
進
し
、
若
い
人
材
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　
５
年
３
月
策
定
の
「
山
形
県
立
遊

佐
高
等
学
校
魅
力
化
推
進
計
画
」
の
内

容
は
。

若
い
人
材
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
に

遊佐高校のさらなる魅力化を

遊佐高校魅力化プロジェクト

遊
ゆ

佐
さ

 亮
りょう

太
た

議員

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

答　
反
省
や
課
題
の
中
で
特
に
今
後
に

活
か
す
べ
き
も
の
は
、
情
報
の
迅
速
な

伝
達
、
要
支
援
者
に
対
す
る
迅
速
な
救

助
、
避
難
時
の
物
品
等
を
避
難
者
自
身

が
準
備
す
る
自
助
の
強
化
、
避
難
所
開

設
時
の
必
要
な
人
員
配
置
な
ど
で
あ
る
。

問　
７
月
の
豪
雨
対
応
は
町
長
は
じ
め

町
職
員
も
困
難
を
極
め
た
と
察
す
る
。 

　
対
応
は
正
解
も
な
い
中
、
迅
速
性
を

伴
う
も
の
と
理
解
す
る
。
振
り
返
っ
て

の
反
省
点
と
今
後
の
課
題
は
。

反
省
点
や
課
題
を
今
後
に
活
か
す

災害の対応と今後の課題は

伊
い

原
はら

 ひとみ
議員

質問者の動画が
見られます。

答　
事
業
の
精
査
に
よ
る
不
用
額
減
額

や
事
業
費
見
直
し
で
歳
出
を
抑
制
す
る
。

財
源
は
、
災
害
で
増
額
が
見
込
ま
れ
る

特
別
交
付
税
、
財
政
調
整
基
金
や
特
定

事
業
に
充
当
す
る
各
種
基
金
、
財
政
措

置
が
有
利
な
町
債
を
活
用
す
る
。

問　
今
般
の
豪
雨
に
よ
り
出
た
甚
大
な

被
害
に
対
し
、
総
額
27
憶
９
千
万
円
の

補
正
予
算
を
組
ん
だ
。
そ
の
う
ち
約

９
億
円
が
町
の
負
担
で
あ
り
、
５
年
度

繰
越
金
が
使
え
な
い
状
況
で
今
後
ど
の

よ
う
に
財
源
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

歳
出
抑
制
し
交
付
税
・
基
金
等
を
活
用

今後の財政見通しは

本
ほん

間
ま

 知
とも

広
ひろ

議員

質問者の動画が
見られます。

豪雨災害により多額の支出が
見込まれる

道路や農地も大きな被害
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答　
遊
佐
都
市
下
水
路
に
は
月
光
川
と

の
合
流
部
に
ゲ
ー
ト
の
設
置
計
画
が
あ

る
。
排
水
機
場
は
現
在
作
成
し
て
い
る

雨
水
出
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
越
水
等
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

も
検
証
し
検
討
す
る
。

答　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
事
業
は
、
手
段
・
手
法
の
一

つ
に
す
ぎ
な
い
。
総
合
発
展
計
画
や
環

境
基
本
計
画
の
理
念
に
則
り
、
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
ＣＯ２
削
減
も
含
め

た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
７
月
の
豪
雨
で
は
吹
浦
地
区
と
六

日
町
地
区
の
都
市
下
水
路
の
内
水
氾
濫

に
よ
り
多
く
の
被
害
を
受
け
た
。
今
後

の
対
策
と
し
て
、
吹
浦
に
は
排
水
機
場

を
六
日
町
に
は
水
門
と
同
時
に
排
水
機

場
の
整
備
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
。

問　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
単
発

で
実
行
す
る
よ
り
も
17
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

広
範
囲
な
取
り
組
み
の
中
で
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
CO₂
の
削
減
に
取
り
組
む
方

が
合
理
的
で
現
実
的
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
環
境
問
題
の
集
大
成
で
あ
る
。

越
水
等
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
検
証
し
検
討

各
計
画
理
念
に
即
し
施
策
を
推
進環境問題はSDGs

今回の水害で、地域に関する防災の知識を高めていきたいと思った。（吹浦Hさん）
Re:「編集室より」にも書きましたが、本当に自分の命をどうやって守るのか、
　　　 考えていかなければなりませんね。　  

水門と排水機場の設置を早急に

ＳＤＧｓとカーボンニュートラル

斎
さい

藤
とう

 弥
や

志
し

夫
お

議員

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

那
な

須
す

 正
まさ

幸
ゆき

議員

決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

答　
事
業
部
ご
と
の
決
算
書
は
、
内
容

精
査
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
た
め
開
示

す
る
。
採
択
時
期
に
つ
い
て
は
、
３
月

定
例
会
に
諮
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た

が
、
改
め
て
検
討
す
る
。

問　
議
会
で
指
定
管
理
事
業
者
の
承
認

に
あ
た
っ
て
は
決
算
内
容
は
重
要
な
判

断
材
料
で
あ
る
。
事
業
部
ご
と
の
詳
細

を
開
示
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
町
の
対
応
は
。
指
定
管
理
事
業

者
の
否
決
も
あ
り
う
る
が
採
択
時
期
の

変
更
は
。

決
算
開
示
及
び
採
択
時
期

指定管理施設
遊佐町総合交流促進施設

指定管理受託事業者の決算開示を

今
こん

野
の

 博
ひろ

義
よし

議員

質問者の動画が
見られます。

町で唯一の江地排水機場
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答　
建
築
か
ら
65
年
以
上
経
過
し
、
老

朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
な
ど
様
々
な
箇
所

に
影
響
が
出
て
い
る
。
移
転
ま
で
一
定

期
間
引
き
続
き
使
用
す
る
た
め
、
職
員

や
利
用
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
必

要
な
箇
所
の
修
繕
対
応
を
行
う
。

答　
引
き
続
き
米
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
現
返
礼
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
や
「
水
製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

展
開
に
よ
り
返
礼
品
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
。
ま
た
、
新
規
寄
附

サ
イ
ト
や
情
報
発
信
方
法
も
検
討
す
る
。

問　
町
所
有
の
老
朽
化
し
た
蕨
岡
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
移
転
は
決
ま
っ
て

い
る
が
、
職
員
や
利
用
者
の
安
全
確
保

に
課
題
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
町
の
施
設
管
理
の
あ
り
方
、
補
修
の

進
め
方
は
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
寄
附
金
は

町
の
歳
入
に
多
大
な
効
果
を
及
ぼ
す
。

　
近
年
の
納
税
額
は
、
町
の
主
な
返
礼

品
で
あ
る
米
不
足
の
影
響
で
変
動
が
大

き
い
。
安
定
財
源
確
保
の
た
め
の
返
礼

品
を
ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
か
。

安
全
確
保
を
最
優
先
に

水
製
造
で
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

事務室天井が一部落下

町所有の施設管理は

遊佐町ふるさと納税の内容は

駒
こま

井
い

 江
え

美
み

子
こ

議員

渋
しぶ

谷
や

 敏
さとし

議員

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

答　
救
命
胴
衣
は
ポ
ン
プ
庫
や
水
防
倉

庫
に
約
４
０
０
着
備
蓄
し
て
い
る
。
水

害
時
は
救
命
胴
衣
の
着
用
を
徹
底
す
る
。

ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
和
田
と
菅
野
の
水
防
倉

庫
に
配
備
し
て
い
る
が
、
十
日
町
ポ
ン

プ
庫
と
吹
浦
防
災
倉
庫
へ
の
配
備
も
検

討
す
る
。

問　
７
月
豪
雨
の
際
、
吹
浦
保
育
園
児

の
救
出
に
は
、
腰
ま
で
水
に
つ
か
り
な

が
ら
実
施
し
た
と
の
こ
と
。
今
後
は
救

命
胴
衣
・
ゴ
ム
ボ
ー
ト
等
の
配
備
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
。

ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
増
設
配
備
を
検
討
す
る

訓練の様子

消防団員の装備品に関する検討は

質問者の動画が
見られます。

佐
さ

藤
とう

 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

議員



決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人
令和₆年12月 1 日� （14）

〈傍聴者　 のべ3人〉

〈傍聴者　 のべ10人〉

〈傍聴者　 のべ35人〉

議案番号 議案名 内　容

議57号 令和6年度遊佐町一般会計補正予算（第2号） 歳入、歳出にそれぞれ18000千円追加し、
歳入、歳出それぞれ96億2300万円とする。

議58号 小型動力ポンプ付積載車の取得について 地方自治法第96条第1項第8号の規定により
提案するもの

議59号 高瀬まちづくりセンター移転改修工事（旧高瀬小学校）請負契約の締結について 地方自治法第96条第1項第5号の規定により
提案するもの

議案番号 議案名 内　容

議60号 令和6年度遊佐町一般会計補正予算（第3号）の専決処分の承認について 令和6年7月25日の大雨被害により、緊急対応が必
要な災害復旧及び被災者支援の事業実施のため

議61号 令和6年度遊佐町一般会計補正予算（第4号） 歳入、歳出にそれぞれ19億2700万円追加し、
歳入、歳出それぞれ124億1300万円とする。

議62号 令和6年度　町道白木・宮海線栄橋橋梁撤去工事（右岸工区）契約の締結について

議案番号 議案名 内　容

議63号 令和6年度遊佐町一般会計補正予算（第5号）の専決処分の承認について 地方自治法の規定に基づき、10月15日公示予定の
衆議院議員選挙執行のための専決処分

議64号 令和6年度遊佐町一般会計補正予算（第6号） P8～P9に審議内容を記載

議65号 令和6年度遊佐町介護保険特別会計補正予算（第1号） 歳入、歳出にそれぞれ7600万円追加し
歳入、歳出それぞれ19億9300万円とする。

議66号 令和6年度遊佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 歳入、歳出にそれぞれ850千円追加し
歳入、歳出それぞれ2億4585万円とする。

議67号 令和6年度遊佐町水道事業会計補正予算（第1号） 収益的収入に5000千円、収益的支出に1000
千円追加する。

議68号 令和6年度遊佐町下水道事業会計補正予算（第1号） 収益的収入に33200千円、収益的支出に1000千円追加し資
本的収入に19200千円、資本的支出に19250千円追加する。

議69号 令和5年度遊佐町各会計歳入歳出決算の認定について P4～P5に審議内容を記載

議70号 遊佐町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

遊佐町議会令和6年9月定例会が1カ月延期されたこ
とに伴い、公表時期を1カ月延長する必要があるため

議71号 遊佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 行政手続きにおける特定の個人を識別するための
番号の利用に関する法律の一部改正に伴うもの

議72号 遊佐町地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について

介護保険法施行規則の一部改正に伴い、地域包
括支援センターの職員の人員に関する基準の改正

議73号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 令和6年7月25日の大雨災害により被災した町民へ
の支援を促進するための条例を一部改正

議74号 山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 従来の被保険者証等が廃止されることに伴う規約の一部変更

議75号 令和5年度遊佐町水道事業会計剰余金の処分について 前年度繰越剰余金2億4718万円を加え、総額2
億5098万円とする。

8月臨時会の議案内容 (一般会計補正予算他、2件)

9月臨時会の議案内容 (一般会計補正予算他、2件)

10月定例会の議案内容 (専決処分他、12件)

上程議案

遊
佐 

亮
太

伊
原 

ひ
と
み

駒
井 

江
美
子

今
野 

博
義

渋
谷 

敏

本
間 

知
広

那
須 

正
幸

佐
藤 

俊
太
郎

菅
原 

和
幸

土
門 

治
明

斎
藤 

弥
志
夫

髙
橋 

冠
治

議決結果
（賛成：反対）

令6年度一般会計補正予算（第6号）に対する修正案 ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ × × ― 可決（7：4）

議71号 遊佐町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定について ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（10：1）

議72号 山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
ついて ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（10：1）

賛否が分かれた議案 10月定例会 ◯賛成　×反対
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補正予
算

修正案
可決 新規新規のの太陽光

発電太陽光発電

実証事業実証事業にに「「NoNo」」
実績のない会社への委託理由、何を実証するか明確でない

農地への設置（イメージ）

　10月10日の補正予算審査特別委員会で、農地などへ太
陽光発電設備を設置する実証事業の委託料1000万円をめ
ぐり、賛否がわかれました。
　この事業は、「昨年ゼロカーボンシティ宣言を行い、具体
的な活動をするためのもの」と町は説明しました。これに
対し、委員たちからは町長の親族が関係する、今年立ち上
がったばかりの会社に委託する理由が明確でないこと、農
地などへ太陽光発電設備を設置して何を実証しようとする
のかが見えてこない、などの質疑がありました。

　地球温暖化やエネルギー問題が深刻化する中で、太陽光
発電等のクリーンエネルギーへの需要が高まっている。農
業が抱える様々な課題、さらには若者をはじめとする農家
経営の基盤強化を図るためにこの事業は有効だと考える。

修正案に

反対

渋
しぶ

谷
や

 敏
さとし

 議員

　事業の趣旨は理解するが、7
月25日の豪雨災害被害を受け
て、復旧事業に多額の予算が
必要な時期である。この時期
の事業実施は、町民の理解を
得られないと
考える。

修正案に

賛成

佐
さ

藤
とう

 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

 議員

　委託事業者の資本規模とこの事業
に必要な経費を考えると、小規模に

遊
ゆ

佐
さ

 亮
りょう

太
た

 議員

やって利益の出る事業ではない。ここで町
が資金を出してしまうと、委託事業者が引
くに引けなくなってしまい、資金繰りが苦
しくなった際に町が繰り返し
追加で資金を出す可能性が
ある。そのため、この事業に
町は資金を出さないほうが
お互いのためだと考える。

　採決にあたり、この事業の1000万円を削除する修正案が
提出され、可決されました。
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命
を
救
う
救
命
の
連
鎖

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、

救
命
措
置
を
行
う
こ
と
が
生
存

退
院
率
を
上
げ
る
う
え
で
重
要
。

　
今
回
は
、
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
心
肺
蘇
生
を
体
験
し
、

そ
の
有
益
性
を
感
じ
た
。
万
一

そ
の
よ
う
な
場
面
に
居
合
わ
せ

た
時
は
冷
静
か
つ
迅
速
な
対
応

が
必
要
。

《
視
察
を
終
え
て
》

　
　
　
　
　 

菅
原 

和
幸 

委
員　
　
　

　
元
年
度
に
「
救
急
車
心
電
図

伝
送
シ
ス
テ
ム
」
と
、
町
内
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
を
確
認
し
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

事
態
に
対
応
す
る
措
置
を
改
め

て
視
察
し
、
確
認
を
し
た
。 

住
宅
利
用
者
の
反
応
は

　
「
駅
前
の
家
」
は
遊
佐
駅
か

ら
徒
歩
２
分
で
町
内
業
者
と
町

民
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
住
宅
内
に
は
無
印
良
品
の
家

具
、
食
器
類
を
備
え
居
心
地
の

良
い
空
間
と
な
っ
て
い
た
。
訪

れ
た
方
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
の
か
。

《
視
察
を
終
え
て
》

　
　
　
　
　 

今
野 

博
義 

委
員

　

宿
泊
施
設
が
限
ら
れ
て
い

る
遊
佐
町
に
お
い
て
、
無
料
で

お
試
し
宿
泊
で
き
る
施
設
は

画
期
的
。

　

課
題
は
休
日
で
も
町
内
を

移
動
で
き
る
交
通
網
の
整
備

で
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
し
た

今
後
の
対
応
方
針
は

　
災
害
時
、
避
難
所
の
開
設
は

教
育
課
、
長
期
化
し
た
時
の
運

営
は
健
康
福
祉
課
と
町
の
所
管

が
異
な
る
状
況
。

　
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
も

避
難
所
の
開
設
を
さ
れ
な
い
こ

と
や
避
難
指
示
に
つ
い
て
の
情

報
発
信
等
の
課
題
は
多
い
。

《
視
察
を
終
え
て
》

　
　
　
　
　 

那
須 

正
幸 

委
員

　
町
で
は
能
登
半
島
地
震
を
受

け
、
災
害
に
対
す
る
管
理
体
制

を
大
幅
に
見
直
し
た
。

　
避
難
所
備
蓄
の
整
備
、
情
報

の
伝
達
、
消
防
団
へ
の
協
力
要

請
な
ど
。
今
回
の
地
震
を
教
訓

に
し
て
今
後
の
災
害
対
策
に
つ

な
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　 

渋
谷 

敏 

委
員

　
元
旦
の
震
災
に
よ
る
町
の
対

応
に
は
課
題
が
残
っ
た
。

　
今
回
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
理
想
と
す
る
初

期
対
応
や
刻
一
刻
と
変
化
す
る

状
況
把
握
等
の
体
制
強
化
を
迅

速
に
図
り
た
い
。

安
全
確
保
の
た
め
の
防
災
資
機

材
は
万
全
か

　
町
内
に
設
置
し
て
い
る
防
災

倉
庫
に
は
、
災
害
発
生
時
の
安

全
を
確
保
す
る
資
機
材
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

　
普
段
見
る
こ
と
が
な
い
防
災

倉
庫
の
中
に
は
、
非
常
食
を
は

じ
め
、
多
く
の
資
機
材
が
整
然

と
並
ぶ
。

《
視
察
を
終
え
て
》

　
　
　
　
　 

土
門 

治
明 

委
員　
　
　
　

　
食
料
品
と
し
て
保
存
食
（
ビ

ス
コ
）、ア
ル
フ
ァ
米
、保
存
水
、

お
む
つ
。
避
難
所
用
資
機
材
と

し
て
ト
イ
レ
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、
調
理
用
品
、
発
電
機
、
石

油
ヒ
ー
タ
ー
、
土
嚢
袋
や
ス

コ
ッ
プ
等
94
品
種
保
管
さ
れ
て

い
た
。

《
視
察
を
終
え
て
・
ま
と
め
》

　
　
　
　 

斎
藤 

弥
志
夫 

委
員

　
遊
佐
分
署
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
訓
練
、
吹
浦
防
災
セ
ン
タ
ー

で
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
簡
易
ト

イ
レ
の
組
み
立
て
を
実
習
し
、

危
機
管
理
の
実
践
を
体
得
し
た
。

　
防
災
情
報
の
伝
達
は
テ
レ
ビ
、

防
災
無
線
、
ス
マ
ホ
な
ど
が
あ

る
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。

●
あ
と
が
き

　
ま
さ
か
、
視
察
し
た
翌
日
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨

災
害
が
起
こ
る
と
は
…
。

　
河
川
の
洪
水
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
昨
日
の
防
災
倉
庫
が

頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。

　
防
災
意
識
を
高
め
、
日
頃
か

ら
協
力
し
合
う
こ
と
が
、
災
害

時
に
大
切
な
命
を
救
い
ま
す
。

救
命
救
急
措
置

改
装
後
の
お
試
し
住
宅

災
害
時
の
避
難
所
対
応

防
災
倉
庫
の
現
状

レポート委 員 会
（管内視察）

総務厚生常任委員会
実施日 7月24日

救命救急士のご指導をいただく

改装された駅前の住宅

防災倉庫の様子

吹浦防災センターで座学
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昨
年
に
引
き
続
い
て
の
栄
橋

の
視
察
。
今
年
６
月
議
会
で
補

正
予
算
も
承
認
さ
れ
、
視
察
当

時
は
７
月
よ
り
解
体
工
事
に
向

け
て
の
整
備
作
業
が
始
ま
っ
て

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
７
月
25
日
の
豪
雨

災
害
で
落
橋
部
分
が
流
さ
れ
る

と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
作
業

の
見
直
し
等
で
遅
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
願
い
た
い
。

《
視
察
を
終
え
て
》

駒
井 

江
美
子 

委
員

　

い
よ
い
よ
解
体
工
事
が
始

ま
る
。
進
捗
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
。

　
昨
年
は
猛
暑
の
た
め
、
ア
ワ

ビ
の
生
育
に
影
響
が
出
て
、
出

荷
量
の
大
幅
減
と
な
っ
た
。
こ

の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度

は
水
温
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、

一
つ
の
水
槽
で
の
飼
育
量
を
減

ら
し
た
り
、
早
め
の
出
荷
な
ど

対
策
に
尽
力
し
て
い
る
姿
が
伺

え
た
。

《
視
察
を
終
え
て
》

本
間 

知
広 

委
員

　
８
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、

事
業
の
改
善
が
図
ら
れ
る
か
が

課
題
。

　
職
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

現
地
の
視
察
。
本
史
跡
は
縄
文

時
代
の
生
活
、
文
化
を
学
び
、

体
験
活
動
を
と
お
し
て
交
流
が

広
が
る
場
。
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
場
を
目
的
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
。

《
視
察
を
終
え
て
》

佐
藤 

俊
太
郎 

委
員

地
下
に
眠
る
縄
文
遺
跡
。
町
民

に
対
し
、
早
期
に
展
示
で
き
る

こ
と
を
希
望
す
る
。

　
中
高
生
が
学
校
や
家
庭
以
外

で
暮
ら
せ
る
場
所
を
目
指
し
た

第
３
の
場
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
。

ま
だ
始
動
し
た
ば
か
り
だ
が
自

分
た
ち
で
考
え
、
行
動
す
る
若

者
た
ち
が
集
う
場
に
な
る
よ
う

見
守
り
た
い
。

《
視
察
を
終
え
て
》

遊
佐 

亮
太 

委
員

　
若
者
が
自
主
的
に
様
々
な
取

り
組
み
を
行
い
、
自
分
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
を
通
じ
て
「
駅

前
の
活
性
化
」「
に
ぎ
わ
い
創

出
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
当
町
で
暮
ら
し
、
生
活
を

営
み
続
け
る
た
め
の
基
盤
を
自

ら
作
ろ
う
と
す
る
姿
勢
に
感
服

し
た
。

　
５
年
度
か
ら
新
規
重
要
事
業

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
町
に

住
ん
で
働
く
若
者
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

《
視
察
を
終
え
て
》

伊
原 

ひ
と
み 

委
員

　
重
要
事
業
と
し
て
注
目
。
今

後
の
活
動
に
期
待
す
る
。

　
エ
ル
パ
内
に
あ
る
誰
も
が
使

用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
。
周
知
不

足
の
た
め
か
ま
だ
利
用
者
が
少

な
い
状
態
。

《
視
察
を
終
え
て
》

髙
橋 

冠
治 

委
員

　
若
者
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
エ
ル
パ
内
に
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
若
者
自
ら

立
ち
上
げ
て
い
る
。
若
者
（
中

学
生
・
高
校
生
）
の
情
報
交
換

や
交
流
の
場
と
し
て
必
要
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
他
（
視
察
先
）

・
月
光
川
河
口
部

栄
橋
撤
去
の
進
捗

ア
ワ
ビ
養
殖
場

小
山
崎
遺
跡

お
で
こ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

若
者
を
中
心
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
の
現
状

文教産建常任委員会
実施日 6月28日

落橋部分の状況

外の水槽

小山崎遺跡で説明を聞く

３月にできた若者たちの居場所



決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人

みなさんの思いを町政に

町民と議会の懇談会を開催します

■3カ所で開催

２月1日（土）
午後1：30～

令和７年

（概ね2時間程度）

会 場

A会場 遊佐町役場 議場

豪雨の影響により
2月の開催となりました。
詳しくは後日配布のチラシを
ご覧ください。

B会場 稲川まちづくりセンター

C会場 高瀬まちづくりセンター

お近くの会場に
お越しください！

お問い合わせ 議会事務局
☎72－5889

令和₆年12月 1 日� （18）

　7月25日の豪雨で当町では甚大な被害が出ました。それに対し、9月12日
に姉妹都市の宮城県大崎市より後藤議長と鎌内副議長が来町。義援金15万
円を頂きました。本当にありがとうございました。

大崎市より義援金



決
算
審
査
政
策
提
言
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

補
正
予
算
修
正
案

管
内
視
察
懇
談
会
お
し
ら
せ

遊

佐

人
（19）� 遊佐町議会だより

　

長
期
休
み
に
な
る
と
、
学
校
や
吹

浦
・
高
瀬
の
子
ど
も
教
室
が
休
み
に

な
る
た
め
、
放
課
後
は
利
用
し
な
い

子
た
ち
の
利
用
も
あ
り
、
人
数
が
増

え
ま
す
。
そ
し
て
、
朝
か
ら
の
１
日

利
用
に
な
り
過
ご
す
時
間
も
長
く
な

り
ま
す
。
長
時
間
の
生
活
に
加
え
普

段
利
用
し
て
い
な
い
子
も
い
る
こ
と

で
、
言
い
合
い
や
ケ
ン
カ
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
ま
す
が
、
じ
っ
く
り

長
時
間
一
つ
の
遊
び
を
楽
し
め
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の

長
期
休
み
期
間
に
は
お
楽
し
み
会
も

設
け
て
い
て
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
自
分

発
表
、
会
食
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
遊
佐
の
宝
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
施
設
を
訪
ね
ま
す
。

今
回
は
、
遊
佐
学
童
保
育
ぽ
っ
か
ぽ
か
ク
ラ
ブ
（
駅
前
一
区
地
内
）。

佐
藤
美
都
指
導
員
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

 

⓳

Yuzajin

シリーズ

「
家
庭
生
活
が
第
一
」
を

　

  

モ
ッ
ト
ー
に

　
　

  

安
心
・
安
全
を
心
掛
け
て

 

「
遊
佐
学
童
保
育
ぽ
っ
か
ぽ
か
ク
ラ

ブ
」
は
、
平
成
７
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
発
足
当
初
は
、
駅
前
一
区
の
公

民
館
や
個
人
宅
の
車
庫
の
２
階
を
お

借
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
２
階
和

室
、
遊
佐
幼
稚
園
へ
と
移
り
、
平
成

26
年
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ

れ
た
時
に
併
設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

６
年
度
は
定
員
50
名
の
と
こ
ろ

１
～
６
年
生
ま
で
の
64
名
が
登
録

し
て
い
て
、
放
課
後
は
30
名
前
後
、

長
期
休
み
に
は
40
名
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
生
活
ス
ペ
ー
ス
は
16
畳
の
板

の
間
と
21
畳
の
和
室
、
12
畳
の
玄
関

ス
ペ
ー
ス
。
天
気
の
良
い
日
に
は
隣

の
遊
佐
中
央
公
園
で
体
を
動
か
し
ま

す
。生
活
ス
ペ
ー
ス
に
は
、棚
や
テ
ー

ブ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
含
ま

れ
る
の
で
数
字
で
書
い
た
ほ
ど
の
広

さ
は
実
際
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
狭

みんなで会食

おやつは大事な指針の１つ

最
後
に

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
や
習
い

事
な
ど
、
毎
日
忙
し
い
で
す
。
そ
ん

な
中
で
、お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
し
ゃ

べ
っ
て
、
遊
ん
で
、
寝
転
ん
で
ゆ
っ

く
り
す
る
場
所
。
集
中
し
て
宿
題
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
。

お
も
ち
ゃ
や
本
か
ら
新
発
見
が
で
き

る
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

遊
佐
町
は
以
前
、
緊
急
時
の
た
め

に
一
応
申
し
込
む
家
庭
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
最
近
は
す
ぐ
に
利
用
し

た
い
家
庭
が
ほ
と
ん
ど
と
な
り
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
需
要
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ぽ
っ
か
ぽ
か
ク
ラ
ブ
も
定
員
以
上
に

登
録
児
童
が
い
る
た
め
、
途
中
入
所

は
お
断
り
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
必
要
な
時
に
必
要
な
子
が
入
れ

る
よ
う
な
整
備
を
町
に
は
お
願
い
し

た
い
で
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
に
入
ら

ず
と
も
天
気
を
気
に
せ
ず
小
学
生
が

過
ご
せ
る
施
設
が
あ
る
と
良
い
な
と

も
思
い
ま
す
。

現
在
の
状
況

お
や
つ
は
重
要

　

放
課
後
の
利
用
は
１
～
３
年
生
が

ほ
と
ん
ど
で
、
下
校
し
て
く
る
と
お

や
つ
を
食
べ
、
宿
題
を
し
た
り
好
き

な
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。
特
に
お
や

つ
の
提
供
は
学
童
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
の
運
営
指
針
で
支
援
の
内
容

の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
く
ら
い

長
期
休
み
の
過
ご
し
方

い
な
が
ら
も
工
夫
し
て
子
ど
も
た
ち

は
遊
び
ま
す
。

こ
ん
な
場
所
で
あ
り
た
い

重
要
で
、
放
課
後
の
栄
養
面
・
活
力

面
を
考
慮
し
て
適
切
に
提
供
す
る
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぽ
っ
か
ぽ

か
ク
ラ
ブ
で
は
お
菓
子
以
外
に
も
、

季
節
の
果
物
や
裏
の
畑
で
採
れ
た
野

菜
、
お
に
ぎ
り
や
ス
ー
プ
な
ど
を
提

供
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

忙しい子どもたちをサポート

狭いながらも楽しく遊ぶ

こ
れ
か
ら
も
「
家
庭
生
活
が
第
一
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
・
安
全
を
心

掛
け
て
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



令和₆年12月 1 日� （20）

令
和

 ６
 年

 12 月
 １

 日
　

第
166号

　
発

行
／

遊
佐

町
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
常

任
委

員
会

〒
999-8301 山

形
県

飽
海

郡
遊

佐
町

遊
佐

字
舞

鶴
202　

☎（
0234）72-5889　

印
刷

／
株

式
会

社
小

松
写

真
印

刷

12月定例会の予定

表
紙
の
写
真

　

前
回
の
続
き
、
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
今
回
は
サ
ツ
マ
イ
モ

収
穫
の
様
子
。
蕨
岡
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
わ
ら
び
っ
こ
探
偵
団
が
10

月
20
日
に
行
っ
た
も
の
。
杉
沢
伝

承
館
の
裏
に
畑
が
あ
り
、
７
月
の

大
雨
で
こ
の
畑
も
浸
水
。
影
響
が

心
配
さ
れ
た
が
、
無
事
に
収
穫
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
た

だ
掘
る
だ
け
で
な
く
、
収
穫
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
の
重
さ
対
決
も
あ
っ

た
。
自
分
が
掘
っ
た
一
番
重
そ
う

な
イ
モ
を
選
ん
で
計
測
。
ト
ッ
プ

３
は
、
賞
品
も
あ
る
の
で
み
ん

な
真
剣
だ
。
こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、「
蕨
岡
大
文
化
祭
」
で
焼

き
芋
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
味

は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

令
和
６
年
８
月
１
日

１
６
５
号
の
議
会
ク
イ
ズ
に

は
34
名
の
方
の
応
募
が
あ

り
、33
名
の
方
が
正
解
で
し
た
。

答
え　
①
Ａ　

②
C　

③
Ｂ

　

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
題

①
令
和
５
年
度
決
算
の
歳
出

総
額
は
。

Ａ　

約
１
０
１
億
円

Ｂ　

約
１
０
３
億
円

Ｃ　

約
１
０
９
億
円　

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

は
米
が
主
で
あ
る
が
、
そ

の
割
合
は
。

Ａ　

88
％

Ｂ　

90
％

Ｃ　

94
％

③
政
策
提
言
で
、
旧
小
学
校

は
何
の
拠
点
施
設
と
な
る

努
力
を
求
め
る
の
か
。

Ａ　

防
災

Ｂ　

観
光

Ｃ　

親
睦

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
～
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
お
買
い
物
券
１
０
０
０

円
分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ

ズ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み

の
ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
当
選
者
は
町
民
に

限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ

か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見

を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。

★

　

あ
て
先
／
999
―
８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
202

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
12
月
20
日

　

発
表
は
次
号
で
す
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
い
っ
ぱ
い
！

蕨
岡
地
区
わ
ら
び
っ
こ
探
偵
団

編
集
室
よ
り 

│
│

発
　
刊
　
人

　
議
　
　
長
　
髙
橋 

冠
治

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
本
間 

知
広

　
副
委
員
長
　
駒
井 

江
美
子

　
委
　
　
員
　
斎
藤 

弥
志
夫

　
委
　
　
員
　
土
門 

治
明

　
委
　
　
員
　
渋
谷 

敏

　
委
　
　
員
　
伊
原 

ひ
と
み

議会を傍聴してみませんか
12月定例会のご案内
　遊佐町議会は、年間４回の定例会が開催
されます。
　１２月定例会は、本会議と補正予算審査
特別委員会が議場で行われます。
　ぜひ一度、傍聴してみませんか？

１２月３日（火）	 本会議・一般質問
１２月４日（水）	 一般質問
１２月６日（金）	 補正予算特別委員会・
	 本会議

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらか
じめ議会事務局（☎︎７２-５８８９）にご確認ください。

　

７
月
25
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
町

に
は
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
床

上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
住
宅
被
害

を
は
じ
め
、
道
路
や
上
下
水
道
な

ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
農
地
や
農

道
、
林
道
な
ど
、
町
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
に
豪
雨
は
爪
痕
を
残
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
４
ケ
月
ほ
ど
時
間
が

経
過
し
た
が
、
今
で
も
雨
が
降
る

と
あ
の
豪
雨
を
思
い
出
し
て
し
ま

う
。
事
実
、
短
時
間
で
は
あ
る
が

激
し
い
雨
が
降
っ
た
日
も
あ
っ
た
。

起
こ
っ
て
欲
し
く
は
な
い
が
、
今

後
も
災
害
が
起
こ
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
る
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
し
て
、

自
分
の
命
を
ど
う
や
っ
て
守
る
か
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

�

（
本
間 

知
広
委
員
）

議会クイズ

122




